
鹿児島市立清和小学校

はじめに

小学校の学習は,将来,子どもたちが社会人として自立するための基礎となる大切なもの

です。そのために,本 校では子どもたちの学力向上に取り組んでいます。

学力向上のためには,学校での学習はもちろんですが,家庭での学習もとても大切なもの

となります。そこで,学校と家庭で連携をとり,学校での学習内容をより確かに定着させる

ために 「家庭学習の手引き」を作成しました。この手引きを活用して,家庭での学習の習慣

を身につけさせていきたいと思いますので,ご 理解とご協力をお願いします。

学 び の 習 コ隈 イし5箇 案 :     県 教 育委 員会 資料 よ り

|☆ 「早 寝 ‐早 起 き
‐朝 ご は ん 」 の 実 行       |

|☆  家 庭 で 毎 日 決 ま つ た 時 間 の 学 習

|☆  テ レ ビ
‐ゲ ー ム ‐携 帯 電 話 等 の ル ー ル の 徹 底

|☆  家 庭 で の 読 書 の 時 間 の 増 大

|☆  親 子 で 語 る B寺間 の 設 定

1 学 習Bき間のめやす  (ど のくらいの時間するか)

1年生  20分 以上

中学年  40分 以上

2年 生  30分 以上

高学年  1時 P8B以上

３

◎

◎

◎

家庭での学習時間は,個人差があ ります。上の時間はこれだけの時間は頑張つてほしい

という時間ですので,上 限はつけてありません。

テレビを見ながら,音 楽をききながらのながら勉強はやめさせて ください。

2 学 習の始めと終わりの時こく
「早寝 ・早起き 。朝ごはん」のためにも,家 に帰つたらすぐ始める習慣をつけさせて く

ださい。休 日は朝のうちにすませるのが基本ですが,そ れぞれの家庭で話 し合い,習 慣づ

けられるようにさせて ください。

家庭学習のポイント

学習する環境が整つているか確認してください。

テレビや音楽などはできるだけ消してください。(本人だけではありません。)

明るい場所で,学 習に集中できるよう整然とされた机に向かわせてください。

決められた時間内に学習が終わるように,学 習に集中させ取り組ませてください。

まず,担任が出す宿題 (漢字)プ リント,日記,読 み声カ
ード等)に 取り組ませてくだ

さ い 。

◎ 次 に,各 学年の 「家庭学習の手引き」を参考に自分で決めた学習をさせて ください。

4 お 願い

◎ 毎 日の規則正 しい生活が子どもたちの学力を向上させます。「早寝 ・早起き ・朝ご飯」

の取 り組みをよろしくお願いします。

◎ や らないことをしかるよりも,頑張つたところを認め,励 ますことが子どものやる気に

つながります。ぜひ、見届けをして ください。

◎ 子 ども用の学習の手引きは,部屋の壁等にはっておいていただき,お子さんに声かけす

るなどしてお子さんの家庭学習をねばり強 くささえてあげて ください。



雰 座重等 車 の コ ヨ 「一

1ねんせしヽよう

せいわしょうがつこう

T が くしゅう じかれの 働 やす

まいにち 20ぶんてしヽど がんばりましょう
・ テレビや ゲ ームを つ けません。
・ とちゅうで おやつを た べません。

(1) しゅくだい

① 渉排ごえ角―ド

② 程 :Jント

③ 角Lれじ

④ にっこ

(2)あ したの じ ゅんび
・ じかれわけlを た しかめましょう。
・ f31でぽこの な角L研を た しかめましょう。

(けひつた え んぴつ 5ほ ん,あ かえんぴつ

けしごむ 1こ , じょうぎ 1ぽ ん)

3 が くしゅうの ポ イント

T■わ
―
か!ら|な,いと|きは
おうち|の1人‐に||き|きま|しよ|うど
`■!|おわ|う||たら||みなおし|を

しま|し―よう|と|■■■!■■■

(1) あ かるしヽ ば しょで, よ い し せしヽで。

(2) た だしい え んぴつの も ちかたで。

(3) じ は ひ つじゅん ど おりに,
「とめJ「はね」「はらい」などを て いねいに。

☆ し つヽも み える と ころに は って お きましょう。
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清和小学校
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家麗響目の手弱l議 2年 鮭翻

1 学 習時間のめやす (どのくらいの時間するか。)

2年 生   30分 ていど

テレビや音が くをけ して, 30分 はつ くえにむかいましょう。

へい日の学習時間をきめよう。

(1日 の生かつリズムを書こう。)

日記 ,か ん字,プ リン トなど)。

学習のポイント       し ゅぅ
(1)あ かるいばしょで,よ いしせいで学 習しましょう。

(2)き めた時間ないにおわるように,し ゅう中してとりくみましょう。

(3)字 はひつじゅんどおりに 「とめ」「はね」「はらい」をていねいに書くように

しましょう。

学習の メニュー

(1)し ゅくだいコース

①プリントやドリル
分からないときは,おうちの人にききましよう。

②かん字
新 しくならつたかん字をひつじゅんどおりにおくりがなをつけたり, じゅく語の形で

書いたりするとよいでしょう。

③ 日言己

先生にお話するつもりで,な にをつたえたいかかんがえて,だ い名,自 分の思いを書い

ていきましょう。ならつたかん字をつかい,て いねいな字で書きましょう。

④読みごえカード
国語で今,学 習しているところや 「今月のし」の音読をくりかえしましょう。

(2)じ ぶんの学習 コース

①教科の学習
今日)学 習したところ,大 じなところをこえに出して読みましよう。

②読書
2年 生で読んでおきたい,す いせん図書を全部読むようにがんばりましょう。いろいろ

なジャンルの本を読みましょう。

③しぜんかんさつ
どうぶつやしょくぶつをそだてたり,か んさつしたりしましょう。きせつのしぜんに気
づいたり,ぎ ょうじにさんかしたりしましょう。



家庭宰暫の手野Bき 毬 筆空嬬

学習時間のめやす (どの くらいの時間するか。)

中学年 40分 以上

清不□小学校

テ レビを見なが ら,音 楽をき

毎日の学習時間を決めよう (1

3      4      5      6

きながらの 『なが ら勉強』|まやめましよう。

日の生活 リズムをかこう。)

7      8      9

3 家 庭学習のじゅんじょ

(1)前 の日のまちがいをや り直して,同 じまちがいをしないようにしましょう。

(2)先 生から出されたしゅく題をしましょう。

(3)宿 題がすんだら,そ の日学校で学習 した内ようをふ りかえりましょう。

(4)そ の後,自 分で決めた学習をしましょう。

(5)学 習がすんだら,明 日のじゅんびをして,読 書にもはげみましょう。

習のポイント

明るい場所で,よ いしせいで学習 しましょう。

決めた時間内に終わるように,集 中してとり組みましょう。

字はひつ じゆんをおぼえ,字 の中心をいしきして,て いねいに書 く

じてんなどは,学 習する場所のちかくにおいて,す ぐ調べられるよ ＞つ
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学習のメニュー

1)し ゅく題コース

【プリント・ドリル〕

【漢 字 】

【日 言己〕

【読み声カード】

(2)自 分の学習コース

〔教科のもヽく習〕

【意味調べ】

【読 書 〕

〔調べ学習〕

○ 分 からないときは,次 の日に先生や友だちにしつ問して,か ならず分か

る ・できるようにしましょう。

○ 先 生からまちがつているところを直されていないか,か くにんしましよ

う。

○ お 手本をよく見て,と めるところ ・はねるところ
。はらうところにちゅ

ういして書くようにしましよう。

○ 読 み手 (先生)を 意 しきして,何 をつたえたいか考えて,題 名,自 分の

思いを書いていきましょう。習つた漢字を使い,て いねいな字で書きまし

ょう。

○ 国 語で今学習 しているたん元の音読をくりかえしましよう。

○ 国 語以外の教科書も読むだけでも力になります。今日学習 したところ,

大事なところなどを,ノ
ー トにせい理 してい くとよいでしよう。れん習間

題や ドリルにとり組むのもよいでしよう。

○ 分 からない言葉や新出漠字を国語じてんや漢和 じてんでしらべることを

つづけていくと力がついてきます。

O す いせん図書をぜんぶ読むようにがんばりましょう。いろいろなジヤン

ルの図書)き ようみを持つていることにかんする図書を読みましょう。

O 学 校のじゅぎょうや教科書,ニ ユ
ースできよう味を持つたことと,も つ

とふか く知 りたいときは,自 分から進んでいろいろな方ほうでしらべまし

よう。(じてん,図 書,イ ンタ
ーネット等)

0 つ くえにとかうたけが学習ではありません①みの回りの しせんにも目を

むけてみましょう。きせつのへん十かにともなって,し ぜんがとうへんかす

るか,一十 「占]を通 t.てかんさつにていきまとょう。

【自然観察〕



家庭学習の手ヨ1き 4年 生用

学習時P8Bのめやす (どのくらいの時間するか。)

中学年 40分 以上

テレビを見ながら,音 楽をききながらのながら勉強はやめましよう。

毎日の学習時間を決めよう (1日 の生活 リズムをかこう。)

|

家庭学習の順序

(1)前 の日の間違いを訂正し,同 じ間違いをしないように心がける。

(2)先 生から出された宿題をする。

(3)宿 題がすんだら,そ の日学校で学習した内容を必ず
一度ふりかえる。(復習)

(4)そ の後 ,自 分で決めた学習をする。

(5)学 習がすんだら,す ぐ,明 日の準備をして,読 書にも励みましよ

4 学 習のポイント

(1)明 るい場所で,よ い姿勢で学習 しましよう。

(2)決 めた時間内に終わるように,集 中して取 り組みましよう。

(3)字 は筆llkを覚え,真 ん中を意識して,て いねいに書くことを心がけましよう。

(4)辞 典類は必ず身近に置いてすぐ調べられるようにしておきましよう。

5 学 習のメ三ュー

(1)宿 題コース

④宿題プリント, ドリル 分 からないときは,次 の日に先生や友達に質問して,必 ず分か

る ・できるようにしましよう。

②漢字   新 出漢字を筆順どおりに五回程度ずつ書きましょう。送り仮名やじゆく語の

形で書くとよいでしよう。前日の間違いはいちばん先に書きましよう。

時間があるときは,次 の日の読み仮名を書いておくのもいいですね。

前習つた字で忘れているのもあるかもしれません。そういう字をたまには練習

しましょう。

③日記   読 み手 (先生)を 意識して,何 を伝えたいか考えて,題 名,自 分の思いを書

いていきましよう。習つた漢字を使い,て いねいな字で書きましよう。

④読み声カード  国 語で今学習している単元の音読をくり返しましよう。

(2)自 劣の学習コース

①教科の復習  国 語以外の教科書も読むだけでも力になります。今日学習したところ,

大事なところ等を,ノ ートに整理していくとよいでしよう。

練習問題やドリルに取り組むのもよいでしよう。

②意味調べ   分 からない言葉や新出漢字を国語辞典や漢和辞典で調べることを続けて

③読書

いくと力がついてきます。

すいせん図書を全部読むようにがんばりましよう。いろいろなジャンル

の図書,興 味を持つていることに関する図書を読みましよう。

④調べ学習   学 校の授業や教科書,ニ ユースで興味を持つたことを,も つと深く知り

たいときは,自 分から進んでいろいろな方法で追究しましょう。(事典,図

書,イ ンターネット等)

⑤自然観察   机 に向かうだけが学習ではありません。身の回りの自然にも目を向けて

みましよう。季節の変化にともなって,自 然がどう変化するか,一 年間を

通して観察していきましょう。

崇ハ9甲韓 崇ハ9Ψ簿 怒 ハ9岬簿 怒 ハ9岬韓 怒 ハ 誓準

「
ュ
ー
上10



,家庭学習の手野1き 5年 畿用
学習時間のめやす (どのくらいの時間するか。)
高学年  lBき 間以上

テレビを見ながら,音 楽を

毎日の学習時間を決めよう
4     5     6

ききながらのながら勉強はやめましょう。

(1日 の生活 リズムをかこう。)

清末□小学校

習)

4

9      1o １
■ 12

家庭学習の順序

(1)そ の日に返された宿題やフ
°
リントの間違い直しをし,そ して,同 じ間違いをしない

ように,じ、がける。

(2)先 生から出された宿題をする。

(3)宿 題がすんだら,そ の日学校で学習した内容を必ず一度お、りかえる。(復
(4)そ の後,自 分で決めた学習をする。
(5)学 習がすんだら,す ぐ,明 日の準備をして,読 書にも励みましよう。
学習のポイント

(1)明 るい場所で,よ い姿勢で学習しましょう。
(2)決 めた時間内に終わるように,集 中して取り組みましょう。
(3)字 は筆llkを覚え,真 ん中を意識 して,て いねいに書 くことを心がけましょう。
(4)辞 典類は必ず身近に置いて,す ぐ調べ られるようにしておきましょう。

5 学 習のメニュー (例)

(1) 宿 題コース

①宿題プリント, ドリル 分 からないときは,次 の日に先生や友達に質問して,必 ず分か
る。できるようにしましょう。

②漢字    前 日の間違いは,確 実にやり直しましょう。
時間があるときは,次 の日の読み仮名を書いておくのもいいですね。

③日記    読 み子 (先生)を 意識して,何 を伝えたいか考えて,題 名,自 分の思いを
書いていきましょう。習つた漠字を使い,て いねいな字で書きましょう。

④言売み声カード 今 学習している教科書 (国・社 ・算 ・理等)の音読をくり返しましょう。

(2)自 劣の学習コース
①教科の復習  国 語以外の教科書も読むだけでも力になります。今日学習したところ,

大事なところ等を,ノ ートに整理していくとよいでしょう。
ドリルや問題集に取り組むのもよいでしょう。

②教科の予習  ど んな学習をするか前もつて確かめておきましょう。
③意味調べ   分 からない言葉や新出漢字を国語辞典や漢和辞典で調べることを続けて

④読書
い くと力がついてきます古

すいせん図書を全部読むようにがんばりましょう。いろいろなジャンル
の図書,興 味を持っていることに関する図書を読みましょう。

⑤調べ学習   社 会,理科,総 t合的な学習,外 国語やニュースで製味を持ったことをも
つと深く知りたいときは,自分から進んでいろいろな方法で追究しましょ
う。(事典,図 書,イ ンターネット等)
身の回りの自然にも日を向けて,観 察記録等をつけてみましょう。⑥自然観察



家庭寧醤の手覇l議 6年 鐘鶴              清 和小学校

学習B守間のめやす (とのくらいの時間するか。)
高学年  1時 間以上

テレビを見ながら,音 楽をききながらのながら勉強はやめましよう。

毎日の学習B昔間を決めよう  (1日 の11活リズムをかこう。)
4 5 6 7 8 9 1o l… 2

3 家 庭学習のllB序

( 1

(2

(3

(4

(5

( 1

(2

(3

(4

歴壁 』
(1)宿題プリント
・ ドリジレ

(2)漢字

関連いを訂正し,同 じ間速いをしないように心がける。

先生から出された宿題をする。

宿題がすんだら,そ の日学校で学習した内容を必ず一度ふりかえる。(復習)
その後,自 分で決めた学習をする。

学習がすえノだら,す ぐ,明 日の準備をして,読 書にも励みましよう。

4 学 習のポイント
明るい場所で,よ い姿勢で学習しましょう。

決めた時間内に終わるように,集 中して取り組みましょう。

字は筆順を覚え,真 ん中を意識して,て いねいに書くことを心がけましよう。

辞典類は必ず身近に置いて,す ぐ調べられるようにしておきましよう。

(3)

(4)

5 学 習のメ三ュー

分からないときは,次 のLヨに先生や友造に質問して,必 ず分かる 。で

きるようにしましょう。

前日の間違いは,確実にやり直しましょう。時間があるときは,次 の日
の読み仮名を書いておくのもいいですね。

日記     読 み子 (先生)を 意識して,何 を伝えたいか考えて,題 名,自分の思い

を書いていきましょう。習つた漢字を使い,ていねいな字で書きましょう。

読み声カード 今 学習している教科書(|ヨ・社・算・理等)の音読をくり返しましょう。

(1)教科の復習  国 語以外の教科書も読むだけでも力になります。今回学習したところ,

大事なところ等を,ノ ー トに整理 していくとよいでしよう。

また, ドリルや問題集に取り組とのもよいでしょう。

(2)教科の予習  ど んな学習をするか前もつて確かめておきましょう。

(3)意味調べ   分 からない言葉や新出漢字を口語辞典や波和辞典で調べておきましよ

う。

(4)読書     す いせん図書を全部読むようにが九ブばりましょう。いろいろなジャンル

の図書)興 味を持っていることに関する図書を読みましよう。

(5)調べ学習   社 会,理科,総 合的な学習,外国語やエユースで興味を持つたことをも
つと深く知りたいときは,由 分から進んでいろいろな方法で追究しまし

よう。(事典,図 書)イ ンターネット等)
(6)自然観察   机 に向かうだけが学習ではありませ/ブ。身の回りの自然にも日を向け

て,観 察や記録をしノてみましょう。


